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＜病棟連絡事項＞
特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　信一様～深夜帯で発熱あり、日中も食事摂取不可。金Drより点滴2本処方となる。

・岡本　将孝様～臨時薬同内容で処方となる。また、食事摂取出来ているため本日より点滴中止となる。

・高柳　和子様～臨時薬同内容で処方となる。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で処方となる。

・立花　圭様～臨時薬同内容で処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬レボトミン10→5mgへ減量、炭酸リチウム追加、他同内容で処方となる。

・堀田　弘子様～転院先未調整だが長女様より4/7退院希望あり、主治医より許可となっている。

・三浦　英男様～臨時薬レボトミン75→150mgへ増量、ブロチゾラム追加、他同内容で処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入、私物弄り等の迷惑行為頻回自制出来ず、時間前に帰室して頂き早めに開放観察終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前右上肢、午後左上肢拘束解除している。空調に関し要求あるがその他不穏さ、危険行為、操作的言動無し。再拘束時の拒否無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・掛端　洋之様～9：00～15：00開放観察開始。開放観察中はホールにてテレビ鑑賞やユニット内を散歩し余暇時間を過ごしている。処遇へ対する不満、対面時の易怒性、攻撃性無く礼節保たれている。施錠時間前に自ら帰室している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。朝食は拒否無く介助にて全量摂取しているが昼食はお膳をひっくり返してしまう行為有り。唸り声、奇声、壁叩き等の不穏さは無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・高橋　信一様～体温37.7℃～36.2℃で経過。その他バイタルサイン異常、酸素飽和度低下無し。指示の点滴はトラブル無く施行している。対面時自身の身体不調について多弁さ見られ話を自身で切り上げられない様子有り

＜新入院患者様情報＞
①日　　時：4月5日　12:01
　氏　　名：東　力蔵（ひがし　りきぞう）様
　生年月日：昭和9年5月14日　87歳
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　R3年の1月頃に転倒し腰椎圧迫骨折にて十和田東病院へ入院。その後ひばり苑へ入
所しているが、本人の帰宅要求が強く施設対応困難の為、R4年3月上旬に退所し自宅
へ戻っている。自宅へ戻った頃より感情の起伏が激しくなり、易怒的となりすぐに逆上
するようになった。また、家族が自身の思うとおりに行動しなかったり、自分の望んだ
ことに対してすぐに対応してくれないとすぐに怒鳴る状況。攻撃性は長男妻や孫に対し
て強く見られている。同居家族への攻撃性あり家族も介護に疲弊しており当院へ受診相
談あり、本日当院初診。R4.4.5 12:01東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

②日　　時：4月5日　13:50
  氏　　名：武内　隆三（たけうち　りゅうぞう）様　
　生年月日：昭和16年7月7日　80歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　現在妻様と2人暮らし。熊本県出身で元々短気な性格。東京で調理師として従事して
いたが、元妻と結婚し静岡県に転居。その後、離婚している。約20年程前に現妻と再
婚。その後おいらせ町に転居し現在に至る。初飲は20歳前後。現在は夜は缶酎ハイ
(9%)350mlを1本飲用。日中妻様が不在の際も飲酒しているが量は不明。物忘れや外出
して迷子になる等の症状が出現し、R2.3.25あおぞらクリニック初診。薬物療法開始と
なるが、以降も妻様に対して易怒的となることや昼夜逆転、誰もいない空間へ「おー
い」と叫ぶ行為あり。家族の制止介入にも聞き入れ出来ず興奮強い状態続いており家族
対応困難の為、当院へ紹介となり本日当院初診。R4.4.5東病棟Cユニットへ医療保護
[bookmark: _GoBack]入院となる。

